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【第２期ＰＭＯリーダー養成講座説明会】

「ＰＭＯリーダーに求められる現場力」と

ＰＭＯリーダー養成講座の説明

プロジェクトマネジメントオフィス

好川哲人

ＰＭの進歩のために必要な組織活動の構造

スキル・能力

意識

態度・信念

方法論、ツール 基本理念 インフラ刷新

プロジェクトマネジメントの結果

基本的仮定

ＰＭＯ

プロジェクト
マネジャー

プロジェクト
マネジャー

思考を促す
ツール
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プラクティス 手法

メソドロジー（方法論）とは何か

• あるコンセプトに基づいて、複数の手法、規則、ノウハウ（プラクティス）等を相互
に関連づけて進めるプロセス

• バラバラに使ってても意味がない
• これを方法論として使わないとアウトプットは出せない

プロセス
規則

手続き

メソドロジー

標準
（メソドロジーが正しく適用

されているかどうかの
基準）

テンプレート
（メソドロジーの利用を

支援するツール）

ＰＭＯの実態

• 方法論を作れない
• 制度を作っても認知されない
• プロジェクトガバナンスのマネジメントができない
• プロジェクトに影響を与えられない
• プロジェクト実施環境に応じて、変容できない
• ・・・

存在意義が問われている

現場を知らないという批判

現場を知っててＰＭＯができるか！？現場を知っててＰＭＯができるか！？
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PMOリーダーの役割
ＰＭＯの活動を

変える

P1 P2

プロジェクトへの
介入

気づきを与えることにより
正しい方向に導く

P1 P2

プロジェクトＡ

プロジェクトX

ＰＭインフラを
変える

組織の意識・風土を
変える

プロジェクトマネジメントの仕組み、ルール

組織風土

プロジェクトマネジメント支援行動（直接、間接）

プロジェクトの収益性の評価を行い、プロジェクトに優先順位をつ
ける

プロジェクト評価と優先順位を決め
る

プロジェクトマネジメント実績のレビューを行い、問題点を指摘し、
改善について勧告する

監査（レビュー）

プロジェクトマネジメントのベンチマーキングを行い、ベストプラク
ティスの抽出をする

ベンチーマーキングし、ベストプラク
ティスを抽出

プロジェクトのリスクを分析し、プロジェクトに対して、勧告をするリスクを分析する

プロジェクトマネジャーの人材像を明確にし、それらを育成プログ
ラムに落とし、実行する

プロジェクトマネジャーを育成する

トラブルに陥ったプロジェクトにおいて、トラブルの大きさを評価し、
適切な対応策を決定し、プロジェクトの安定化を図る

トラブルをリカバリーする

複数のプロジェクトの間で、リソースの調整を行うリソース調整

プロジェクトマネジメントの標準を提示し、プロジェクトに対して、そ
の活用を推進する

標準を作成する

内容行動
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ＰＭＯリーダーのコンピテンシー

専門スキル

監査

リーダーシップ
ヒューマンソフト
マネジメント

プログラム
マネジメント

標準化

ファシリテーション

プロジェクト
マネジメント

スキルポートフォリオ

ベンチマーキング、メトリクス設計、監査

プロセス設計、ルール定義、ベンチマーキング、標準化スキル

開発プロセス、ソフトウエア品質管理、ＣＭＭ、ソフトウエア見積、調達、財
務会計

専門知識

プロジェクト設計、プロジェクトファイナンス、ポートフォリオマネジメント、プログラムマネジメント

サーバントリーダーシップ、問題解決型リーダーシップリーダーシップ

コミュニケーションマネジメント、ファシリテーション、メンタリング、コーチング、パ
フォーマンスマネジメント、ジョブディスクリプション、ネゴシエーション

ヒューマンソフトマネジメント

診断、プロセスコンサルテーションコンサルテーション

PMBOK、ソフトウエアプロジェクトマネジメントプロジェクトマネジメント

スキル分野
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ＰＭＯリーダー養成講座のご案内

ＰＭＯリーダー養成講座プログラム

プロジェクトリカバリーマネジメント2006/10/266

ＰＭファシリテーション2006/6/13OP

プロジェクトマネジャーの人材マネジメント2006/9/285

プロジェクト品質を向上させるプロジェクト監査の理論と実際2006/8/244

ＰＭナレッジマネジメントと組織成熟度の向上2006/7/203

プロジェクトマネジメント手法の確立と標準化2006/6/222

事例にみるプロジェクトマネジメントオフィスの役割と機能2006/5/25,6
/15

1

テーマ日程
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第１回 事例にみるプロジェクトマネジメントオフィスの役割と機能

１．ＰＭＯの役割
・プロジェクトマネジメントの支援の役割
・経営的役割

２．ＰＭＯの機能体系
・５つの機能カテゴリー
・２０の機能
・９社の機能構築事例

３．実行マネジメントの実施
・プロジェクトマネジメント手法の導入の進め方と

その事例
・プロジェクトマネジメントツールの導入の進め方と

その事例
・標準とメトリクスの制定の進め方とその事例
・プロジェクトナレッジマネジメントの推進とその事

例

４．基盤マネジメントの実施
・プロジェクトガバナンスの確立
・プロセスと人材のアセスメントの実施とその事例
・設備や機材の準備
（演習）プロジェクトガバナンス設計演習

５．リソースインテグレーションの実施
・リソースマネジメントの支援とその事例
・プロジェクト人材のトレーニングと教育の推進とその事例
・プロジェクトマネージャーのキャリア形成活動の支援とその

事例
・プロジェクトチーム形成活動の支援とその事例

６．プロジェクト運営支援
メンタリングの体制作りと実施とその事例
・計画策定の支援の進め方とその事例
・プロジェクト監査の実施とその事例
・プロジェクトリカバリーマネジメントの実行とその事例
（演習）プロジェクト監査項目設計演習

７．ビジネスアライメント
・プロジェクトポートフォリオによるプロジェクト評価と実施マ

ネジメントとその事例
・顧客リレーションシップの確立と維持とその事例
・ベンダーリレーションシップの確立と維持とその事例
・ビジネスパフォーマンスの監視とその事例
・顧客リレーションシッププロセス設計演習

８．ＰＭＯの機能設計指針

第２回 プロジェクトマネジメント手法の確立と標準化

１．プロジェクトマネジメント手法の確立
・現状調査
・標準プロジェクトライフサイクルの構築
・手法の導入
・手法の評価と改善

２．プロジェクトマネジメントの標準化
・標準化の目的
・標準化の進め方と留意点
・標準の効果の評価
・ケーススタディ

３．プロジェクトマネジメント標準ツールの設計と
事例

・プロジェクト憲章
・プロジェクトマネジメント計画標準
・リスクマネジメント標準
・リソースマネジメント標準

４．効果の出るプロジェクトマネジメント標準の運
用

・なぜ、標準は形骸化するか
・形骸化させない標準ツールの作り方
・レビューのあり方

５．ケーススタディ（演習）

・プロジェクトマネジメント計画ツールの設計
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第３回 ＰＭナレッジマネジメントと組織成熟度の向上

１．プロジェクトマネジメントの組織成熟度の向上
施策

・定期的アセスメントの仕組みづくり
・継続的の仕組みづくり
・成熟度向上のロードマップ
・ＯＰＭ３

２．ナレッジマネジメントの仕組み作り
・ナレッジマネジメントの枠組み
・望ましいナレッジマネジメントシステムのあ

り方
・ナレッジマネジメントシステムのツール
・ＰＭナレッジマネジメントの事例紹介

３．テンプレートの開発
・テンプレートの設計方法
・テンプレートの展開と運用
・（演習）テンプレートの設計

４．ベストプラクティスの開発
・ベストプラクティスとは
・ベストプラクティスの共有
・ベストプラクティスの開発方法
・ベストプラクティスの提供
・ベストプラクティスの浸透

５．プロジェクトマネジメントレビュー
・プロジェクトの振り返りの実施への取り組み
・効果的なプロジェクトの振り返りの方法
・プロジェクトマネジメントのレビュー
・レッスンズラーンドの事例紹介

６．ＣＯＰ（Community Of Practice）の立ち上げ
・ＰＭにおけるコミュニティ・オブ・プラクティスの

重要性
・ＣＯＰ活動の実際
・ＣＯＰの立ち上げと運用

第４回 プロジェクト品質を向上させるプロジェクト監査の理論と実際

１．プロジェクト品質とは
・プロダクト品質からプロジェクト品質へ
・ＰＭＢＯＫとプロジェクト品質
・プロジェクト品質を向上させるプロジェクト

監査

２．プロジェクトマネジメント品質向上への取り組
み事例

・プロジェクトマネジメント品質向上への取
り組み事例

・プロジェクトマネジメント品質を向上させる
プロジェクト監査

３．プロジェクト監査と進め方
・プロジェクト監査とは
・プロジェクト監査の目的と効果
・プロジェクト監査の進め方
・プロジェクト品質と監査視点

４．事例に見るプロジェクト監査の活用法
・事実の検証と診断
・コミュニケーション効果
・フィードバック効果
・トレーニング効果

５．プロジェクト監査の視点
・プロジェクトマネジメントプロセスの監査視点
・プロジェクトマネジメント手法の監査視点
・プロジェクトパフォーマンスの監査視点
・プロジェクト立ち上げフェーズの監査視点
・プロジェクト計画フェーズの監査視点
・適用技術に関する監査視点
・そのほか（顧客満足、コミュニケーション、リスク、リ

ソース、チームなど）
・（ケース演習）監査視点の設定演習

６．監査の実際
・プロジェクト監査計画の立案

誰が監査をするか
プロジェクト監査の実行ポイントの決定方法

・監査の実行
・監査報告の準備
・勧告の方法
・（ケース演習）プロジェクト監査計画の策定演習

７．特定の側面に注目した監査
・コミュニケション監査
・リスク監査
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第５回 プロジェクトマネジャーの人材マネジメント

１．プロジェクトマネジャーの育成スキーム
・トレーニング
・メンタリング
・経験

２．プロジェクトマネジャー育成視点
・ＰＭコンピテンシーの開発
・プロジェクトマネジャーのアセスメント
・プロフェッショナルとしてのキャリアデザイン

３．プロジェクトマネジメントプロセスと必要なＰＭ
コンピテンシー

・世界の代表的なコンピテンシーモデル
・プロジェクトマネジャーに必要なコンピテン

シー

４．ＰＭコンピテンシーの育成方法
・習慣化を促すトレーニング
・経験のマネジメント
・メンタリング
・（演習）メンタリング計画の策定

５．プロジェクトマネジャーの計画的育成
・必要なプロジェクトマネジャー数の見積方法
・人材戦略に基づくプロジェクトマネジャーの育成
・育成プログラムの策定
・シニアプロジェクトマネジャーの育成
・（ケース演習）プロジェクトマネジャーの育成計

画の策定

６．ＰＭコンピテンシーを向上させるメンタリング
・人材育成に重点を置いたメンタリングの進め方
・メンタリングツール

第６回 プロジェクトリカバリーマネジメント

１．プロジェクトリカバリーのマネジメントとは何か

２．プロジェクトリカバリー事例の分析

３．ＩＴプロジェクトに特有のトラブルと必要なリカバ
リー

必要なリカバリーの査定方法
リカバリーの指標の見極め（リカバリー方

針決定）
（スコープ、コスト、スケジュール、リソー

ス、品質、リスク）

４．プロジェクトリカバリーの５つのポイント
ポイント１：リカバリーソリューション
ポイント２：ステークホルダコミュニケーショ

ンマネジメント
ポイント３：プロジェクトトラッキング
ポイント４：スケジュールトラッキング
ポイント５：変更計画

５．レッスンズラーンド
プロジェクトマネジメント指標について
プロジェクト選別基準について
リカバリープロセスの運用について

６．プロジェクトリカバリープロセスの構築
リカバリーアセスメント
リカバリー計画の策定と実施
レッスンズラーンド

７．プロジェクトリカバリー計画作成のポイント
リカバリーポイントの見極め
問題領域の見極め
リカバリー意思決定ワークパッケージの準備
リカバリー意思決定の調整

８．実ケースによるリカバリー計画策定演習
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OP1：ＰＭファシリテーション

１．ＰＭファシリテーション（ＰＭＦ）とは何か
・必要性
・ＰＭＦと援助関係の構築
・事例
・ＰＭＯとＰＭＦ

２．ＰＭＦプロセスＯＲＪＩ
・ＯＲＪＩプロセスとは

－観察（Observe）
－反応（React）
－判断（judgment）
－介入（Intervene）

・ＯＲＪＩサイクルで陥る罠
・プロジェクト支援におけるＯＲＪＩプロセス
（演習）プロジェクト支援におけるＯＲＪＩプロセスの罠を見

極める

３．コミュニケーションと計画的なフィードバック
・コミュニケーションのタイプを整理する
・計画的なフィードバックを行う準備をする
・計画的なフィードバックの原則とガイドライン

４．ＰＭＦの１０の原則
・常に援助的である
・常に現状を認識しておく
・知らないことにアクセスする
・プロジェクトにとっては自分の行動はすべて介入であることを認識

する
・問題も解決策を握っているのはプロジェクトである
・流れに身を任せる
・タイミングに細心の注意を図る
・対決的な介入で受け入れのチャンスをうかがう
・プロジェクトの予期せぬ反応もデータとして活かしていく
・疑問があるときはプロジェクトマネジャーと共有する

５．ＰＭＦに必要なソフトマネジメントスキル
・プロジェクトとの援助関係の構築

援助関係構築プロセス
援助関係における最初の立場上の不均衡の解消
積極的質問と聴き取り

・コミュニケーションを組み立てるプロセスマネジメント
ロジカルコミュニケーション
議論の構造化

・対立を解消するコンフリクトマネジメント
コンテクストの共有
ＴチャートによるＷｉｎ－Ｗｉｎの関係化

カリキュラム

・リスクの分類

・パターン化の方法

（エクスサイズ）リスクパターン作成演習

５．リスクの分類とパターン化、
ナレッジマネジメント

15:30-17:00

６．プロジェクトのリスクマインド
を高めるための施策

４．リスクモニタリングを推進す
る

３．リスク計画書をレビューし、
アドバイスする

２．プロジェクトを失敗させるリ
スクと見落としがちなリスク

１．リスクに対する正しい知識
を身につける

内容

・リスクモニタリングの体制

・リスクモニタリングの方法

・確実にリスクモニタリングを行うためには

・リスク計画に書くべき項目のチェック

・リスクモニタリングがスムーズにいくリスク計画書の書き方

・リスク計画のチェックの視点とチェックポイント

（エクスサイズ）リスク計画レビュー演習

・プロジェクトの種類

・プロジェクトの性質

（エクスサイズ）リスクドリル

・リスクに対する正しい知識

・リスクの識別や分析だけでは、何もしていないに等しい

・正しいリスクマネジメントプロセスを頭に入れよう

・リスクを扱う効果的な手法

11:00-12:00

17:00-18:00

14:30-15:30

13:00-14:30

10:00-11:00

時間
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カリキュラム

• １．いかに複数のプロジェクトをマネジメントするか
・プロジェクト、プログラム、ポートフォリオ
・複数のプロジェクトをマネジメントする難しさ
・プログラムマネジメントの必要性
・プログラムマネジメントの事例とポイント
・プログラムマネジメントを成功させる４つのポイント

２．マルチプロジェクトマネジメントに関するＰＭＩの標
準
・プログラムマネジメント標準
・ポートフォリオマネジメント標準
・ＰＭＢＯＫとの関係
・ＯＰＭ３との関係

３．プログラムマネジメントの概要
・プログラムライフサイクル
・プログラムベネフィットマネジメント
・プログラムマネジメントプロセスの概要

• ４．プログラムにおけるプロジェクト間のコンフリクトの解
消
・コンフリクトの種類
・コンフリクトの解消プロセス
・コンフリクトの解消を踏まえたプロジェクト計画変更
・コンフリクト解消のプライオリティ
・ケーススタディ

５．プログラムのプロジェクトのスケジュール管理とリソー
ス管理
・スケジュール管理のツールと手法
・リソース管理のツールと手法
・タスクポートフォリオを使ったスケジュールマネジメント
・タスクポートフォリオを使ったリソースマネジメント
・ケーススタディ

６．プログラムのリスク管理
・シングルプロジェクトのリスクマネジメントプロセス
・プログラム全体としてのリスクを評価する
・それぞれのプロジェクトのリスクへの対応を決める
・ケーススタディ

今後の展開

• ＰＭＯテクニカルセミナー（スポット）

– システム思考

– メンタリングの推進

– ＰＭ社内コミュニティの立ち上げと運用
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pmstyle ＰＭＯコンサルティングのコンセプト

個人のプロジェクトマネジメント
能力の向上

組織のプロジェクト
マネジメント力の向上

仕組みの活用能力の向上

より高度な仕組みの提供

ＰＭＯの
成長

• 組織のプロジェクトマネジメント力を向上させ、プロジェクトの収益を改善するための方策は、組織のプロ
ジェクトマネジメント能力の継続的向上と、プロジェクトマネージャーのスキルの継続的向上の連携にある。

• つまり、プロジェクトマネージャー個人のスキルアップにより、組織のプロジェクトマネジメント能力が向上し、
組織のプロジェクトマネジメント能力の向上により、プロジェクトマネージャーの能力もさらに向上する。

• このような好循環のキーになるのは、ＰＭＯの活動であり、ＰＭＯが自己変革とともに、組織のプロジェクト
マネジメントの改善を追求する必要がある。

• 組織のプロジェクトマネジメント力を向上させ、プロジェクトの収益を改善するための方策は、組織のプロ
ジェクトマネジメント能力の継続的向上と、プロジェクトマネージャーのスキルの継続的向上の連携にある。

• つまり、プロジェクトマネージャー個人のスキルアップにより、組織のプロジェクトマネジメント能力が向上し、
組織のプロジェクトマネジメント能力の向上により、プロジェクトマネージャーの能力もさらに向上する。

• このような好循環のキーになるのは、ＰＭＯの活動であり、ＰＭＯが自己変革とともに、組織のプロジェクト
マネジメントの改善を追求する必要がある。

ＰＭＯのライフサイクルとコンサルティングサービス

ＰＭＯの設立

ＰＭＯ機能の
強化

ＰＭＯ機能の
運用

ＰＭＯ組織の
強化

ＰＭＯ活動の
評価

機能の継続的
拡張

プロジェクト
マネジメントの

戦略

プロジェクト
マネジメントの

評価

プロジェクトマネジメント
ビジョン

プロジェクトマネジメントの
進化

ＰＭＯリーダー育成
ＰＭＯスキル開発

サービス

立ち上げ
コンサルティング

ＰＭＯ強化
コンサルティング

プログラム
マネジメント導入
コンサルティング

ＰＭＯ診断サービス
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本サービスで想定するＰＭＯ

ＰＭＯ

プロジェクト
マネージャー プロジェクト

チーム

ＰＭＯ

プロジェクト
マネージャー プロジェクト

チーム

ＰＭＯ

プロジェクト
マネージャー プロジェクト

チーム

事業部

事業部ＰＭＯ
（主に直接支援）

ＰＭＯ

プロジェクト
マネージャー プロジェクト

チーム

ＰＭＯ

プロジェクト
マネージャー プロジェクト

チーム

ＰＭＯ

プロジェクト
マネージャー プロジェクト

チーム

事業部

事業部ＰＭＯ
（主に直接支援）

全社ＰＭＯ
（エンタープライズＰＭＯ）

（主に間接支援）

コンサルティングサービス体系

プロジェクトマネジメントオフィスの基盤になるプログラムマネジメントの手法を導入します。特に、
プログラム全体のマネジメントスキーム、プロジェクトの評価方法について、企業の競争力を増す
ための方針を明確にした上で、導入計画を策定します。

プログラムマネジメント
導入サービス

ＰＭＯは専門性の高い職務です。ＰＭＯをスムーズに運用するためにはスタッフが継続的なスキ
ルアップを行うことが必要です。このサービスではこの点に注目し、ＰＭＯの機能を６つに分類し、
その６つの機能ごとに担当者と一緒にその運用や仕組みを決めるプロセスを通じて、スタッフの育
成をしていくサービスです。サービスはトレーニング、メンタリング、ワークショップなど、お客様のニー
ズに併せて多様な形で提供します。

PMOスキル開発サー
ビス

社内のプロジェクトの円滑な運用を実現するプロジェクトマネジメントオフィスに最も大切なのは、
ＰＭＯのリーダーシップです。このようなリーダーシップを持つためには、その中核になるＰＭＯリー
ダーの存在が不可欠です。このサービスでは、ＰＭＯリーダーのイメージ作りと、人材開発を行い
ます。

PMOリーダー育成
サービス

プロジェクトマネジメントオフィスの機能強化のお手伝いをします。特に、ＰＭＯは立ち上げたが、
現実の問題に振り回されて、現実には本来の機能をしていないというＰＭＯが多く見かけられま
す。このコンサルティングでは、現実の問題を解消しながら、ＰＭＯを本来の姿に変革する計画
を策定します。また、計画の実行支援も一貫したサービスとして提供します。

PMO強化コンサルティ
ング

ＰＭＯが当初の設置目的に応じて、きちんと機能していることを独自の診断手法で診断し、問
題がある場合には問題解決の方向性を示します。

PMO診断サービス

プロジェクトマネジメントオフィスの立ち上げのコンサルティングを行います。現状分析を行い、望ま
しいプロジェクトマネジメントオフィスの設計をし、立ち上げから軌道に乗るまでの立ち上げオペ
レーションを計画します。

PMO立ち上げコンサ
ルティング

概要サービス
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PMO立ち上げコンサルティング

問題解決プロジェクトマネジメントオフィスの立ち上げの
際に発生するさまざまな問題の解決を支援し
ます。

立ち上げコンサル
ティング

ＰＭＯマスタープ
ラン

プロジェクトマネジメントオフィスの立ち上げマス
タープランの策定をします。

立ち上げプラニング

300万円ＰＭＯ機能設計
書、組織設計書、
制度設計書

現状のプロジェクトマネジメントの状況を分析
し、また、経営戦略の分析をし、戦略上、意
味があり、また、プロジェクトマネジメントの現
状の問題点を解決するようなプロジェクトマネ
ジメントオフィスの設計をします。

プロジェクトマネジ
メントオフィスの設
計

価格成果物内容サービス

プロジェクトマネジメントオフィスの立ち上げのコンサルティングを行います。現状分析を行い、
望ましいプロジェクトマネジメントオフィスの設計をし、立ち上げから軌道に乗るまでの立ち上げ
オペレーションを計画します。

プロジェクトマネジメントオフィスの立ち上げのコンサルティングを行います。現状分析を行い、
望ましいプロジェクトマネジメントオフィスの設計をし、立ち上げから軌道に乗るまでの立ち上げ
オペレーションを計画します。

PMO診断サービス

100万円診断、診断報告
書

プロジェクトオフィスのメンバーの調査、ヒヤリン
グを通して、現在の問題点を洗い出します。
そして、その問題点の原因を明らかにし、それ
を解消する解決策の提案をします。

診断サービス

価格成果物内容サービス

ＰＭＯが当初の設置目的に応じて、きちんと機能していることを独自の診断手法で診断し、
問題がある場合には問題解決の方向性を示します。

ＰＭＯが当初の設置目的に応じて、きちんと機能していることを独自の診断手法で診断し、
問題がある場合には問題解決の方向性を示します。
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PMO強化コンサルティング

見積問題解決強化計画に基づく変革を側面から支援します。
特に、強化に伴う、さまざまな障害に対して、
さまざまな立場からのサポートをします。

強化プロセス支援

見積ＰＭＯ診断

ＰＭＯ強化計画

プロジェクトマネジメントの問題点がどこにある
かを分析し、なぜ、問題の構造を分析します。
その上で、ＰＭＯの停滞も含む問題全体を捉
え、解決策を検討し、問題解決のプラニング
を行います。

強化プラン策定

価格成果物内容サービス

プロジェクトマネジメントオフィスの機能強化のお手伝いをします。特に、ＰＭＯは立ち上げたが、
現実の問題に振り回されて、現実には本来の機能をしていないというＰＭＯが多く見かけられ
ます。このコンサルティングでは、現実の問題を解消しながら、ＰＭＯを本来の姿に変革する計
画を策定します。また、計画の実行支援も一貫したサービスとして提供します。

プロジェクトマネジメントオフィスの機能強化のお手伝いをします。特に、ＰＭＯは立ち上げたが、
現実の問題に振り回されて、現実には本来の機能をしていないというＰＭＯが多く見かけられ
ます。このコンサルティングでは、現実の問題を解消しながら、ＰＭＯを本来の姿に変革する計
画を策定します。また、計画の実行支援も一貫したサービスとして提供します。

PMOリーダー育成サービス

見積同上育成のための課題を、プロジェクトマネジメント
の組織能力向上に設定し、ＰＭＯリーダーと
一緒に組織能力向上の取組をしながら、自
己成長を目指していただきます。

組織能力向上

見積同上育成のための課題を、ＰＭＯの強化に設定し、
ＰＭＯリーダーと一緒にＰＭＯの強化をしなが
ら、自己成長を目指していただきます。

ＰＭＯの強化

見積スキルフルなＰＭ
Ｏリーダー

ＰＭＯのリーダーの役割を明確にし、ＰＭＯ
リーダーの育成を行います。

リーダー育成サービ
ス

価格成果物内容サービス

社内のプロジェクトの円滑な運用を実現するプロジェクトマネジメントオフィスに最も大切なの
は、ＰＭＯのリーダーシップです。このようなリーダーシップを持つためには、その中核になるＰＭ
Ｏリーダーの存在が不可欠です。このサービスでは、ＰＭＯリーダーのイメージ作りと、人材開
発を行います。

社内のプロジェクトの円滑な運用を実現するプロジェクトマネジメントオフィスに最も大切なの
は、ＰＭＯのリーダーシップです。このようなリーダーシップを持つためには、その中核になるＰＭ
Ｏリーダーの存在が不可欠です。このサービスでは、ＰＭＯリーダーのイメージ作りと、人材開
発を行います。
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PMOスキル開発サービス （１）

見積同上ピンチのプロジェクトの支援を行うだけでなく、支援ス
キームの設計ができ、プロジェクトの現行メンバーにプロ
ジェクトの収拾をさせる指導のできるＰＭＯ人材を育
成する。このために、計画作成支援、プロジェクト開始
時の準備補助、プロジェクトニーズへの対応、リスク評
価、プロジェクトのリカバリー対応、経営層へのプロジェ
クトマネジメントのメンタリングなどのスキルを強化する

コンサルティング

見積同上スケジュール維持管理、進捗報告書の作成などのプ
ロジェクトチームの支援を行うスキルを強化する

プロジェクトチーム
支援

見積ＰＭＯスタッフの
スキル改善

プロジェクト評価、マルチプロジェクト戦略策定ができ、
プロジェクトポートフォリオマネジメントなどのスキルを開
発します

ビジネスアライメン
ト

価格成果物内容分野

ＰＭＯは専門性の高い職務です。ＰＭＯをスムーズに運用するためにはスタッフが継続的なス
キルアップを行うことが必要です。このサービスではこの点に注目し、ＰＭＯの機能を６つに分
類し、その６つの機能ごとに担当者と一緒にその運用や仕組みを決めるプロセスを通じて、ス
タッフの育成をしていくサービスです。サービスはトレーニング、メンタリング、ワークショップなど、
お客様のニーズに併せて多様な形で提供します。

ＰＭＯは専門性の高い職務です。ＰＭＯをスムーズに運用するためにはスタッフが継続的なス
キルアップを行うことが必要です。このサービスではこの点に注目し、ＰＭＯの機能を６つに分
類し、その６つの機能ごとに担当者と一緒にその運用や仕組みを決めるプロセスを通じて、ス
タッフの育成をしていくサービスです。サービスはトレーニング、メンタリング、ワークショップなど、
お客様のニーズに併せて多様な形で提供します。

PMOスキル開発サービス （２）

見積同上業務－スキルの関係特定、個人スキルマップの作成、
個人コンピテンシーマップの作成、プロジェクトマネー
ジャーの能力査定、プロジェクトマネージャーのアサイン
など、人的資源管理のできるスキルを開発します。

人的資源管理

見積同上トレーニング計画、トレーニングベンダーの選定、個人
トレーニング状況の管理などのできるスキルを開発しま
す。

トレーニングの実施

見積ＰＭＯスタッフの
スキル改善

実施手順における基準作成、ドキュメントの基準作成、
使用ソフトウエアの基準作成、ベストプラクティスの把
握，移転、さらに、基準、手法に従ったプロジェクトマネ
ジメントの進め方などについて、コンサルテーションがで
きるスキルを開発します。

基準・手法の開
発・維持

価格成果物内容分野
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プログラムマネジメント導入サービス

見積プログラムマネジメ
ントの仕組みの
導入

プログラムマネジメントのプロセス、ツール、ツー
ルの設計を行います。

プログラムマネジメ
ント設計

価格成果物内容サービス

プロジェクトマネジメントオフィスの基盤になるプログラムマネジメントの手法を導入しま
す。特に、プログラム全体のマネジメントスキーム、プロジェクトの評価方法について、
企業の競争力を増すための方針を明確にした上で、導入計画を策定します。

プロジェクトマネジメントオフィスの基盤になるプログラムマネジメントの手法を導入しま
す。特に、プログラム全体のマネジメントスキーム、プロジェクトの評価方法について、
企業の競争力を増すための方針を明確にした上で、導入計画を策定します。

PMOアウトソーシングサービス（１）

見積アセスメント報告
書

プロジェクトマネジメント成熟度（組織能力）、
プロジェクトマネジャーの能力のアセスメントを
行います。

アセスメント

１プロジェ
クト当たり
５０万円

監査報告書プロジェクト品質監査、コミュニケーション監査、
リスクマネジメント監査など、独自の監査手法
に基づき、さまざまなプロジェクトマネジメントの
監査を行います。

プロジェクト監査

見積ツール標準に併せて、テンプレートやフォーマットなど
の開発を行います。

ツール開発

100万円プロジェクトマネジ
メントガイドライン

プロジェクトマネジメントプロセスや手続き、
ルールなど、プロジェクトマネジメント標準の策
定を引き受けます。

標準策定

価格成果物内容サービス

ＰＭＯを立ち上げてもなかなか人を確保するのが難しいケースがあります。このような悩みをお
持ちのＰＭＯのために、ＰＭＯの活動の一部をアウトソーシングとして実施します。

ＰＭＯを立ち上げてもなかなか人を確保するのが難しいケースがあります。このような悩みをお
持ちのＰＭＯのために、ＰＭＯの活動の一部をアウトソーシングとして実施します。
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PMOアウトソーシングサービス（２）

１プロジェ
クト３００
万円

ベストプラクティスプロジェクトマネジメント成熟度向上活動の一
環として、ベストプラクティスになるプロジェクト
を作ります。プロジェクトマネジメント支援、ベ
ストプラクティスドキュメントの開発を行います。

ベストプラクティスプ
ロジェクトの仕立て

こういうサービスはできないのかというご希望があれば、お気軽にご相談ください。

見積ツールトラブルに陥ったプロジェクトに、ＰＭＯスタッフ
として介入し、リカバリープロセスを実施するこ
とによって建て直しします。

リカバリーマネジメ
ント

見積マネジャー育成プロジェクトマネジメントに関する人材戦略の
策定、人材育成のプラニング、人材育成まで

プロジェクトマネジャーの育成を行います。

プロジェクトマネ
ジャー育成

価格成果物内容サービス

添付資料１：ＰＭＯの機能体系
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ＰＭＯ機能概要

プロジェクトに関わるビジネスミッションの支援と、
プロジェクトマネジメントの競争力化

ビジネスアライメント

メンタリング、プロジェクトリカバリーなど、プロ
ジェクトマネジメント活動の直接的支援

プロジェクト運営技術支援

プロジェクトに必要な人的の調達、育成、管
理

リソースインテグレーション

プロジェクトマネジメントのインフラとして必要な
制度、組織、人、チームの整備

基盤マネジメント

プロジェクトマネジメントの手法の確立と標準
化、および、ツールの導入、ノウハウの蓄積

実行マネジメント

概要機能

ＰＭ実行マネジメント

主なマネジメント活動マネジメント項目

・ナレッジマネジメントの枠組みを確立する

・ナレッジマネジメントシステムを導入する

・ナレッジマネジメントシステムを提供する

プロジェクトナレッジマネジメン
トの導入

・プロジェクトマネジメント標準を提供する

・プロジェクトメトリクスを設定する

・メトリクスの導入と活用を推進する

標準とメトリクスの導入

・プロジェクトツールを選定する

・プロジェクトツールを提供する

・プロジェクトツールを評価する

プロジェクトマネジメントツール
の導入

・自社のプロジェクトマネジメント手法を確立する

・現在のプラクティスを調査する

・ライフサイクルプロセスを構築する

・手法の導入に対して、指針を示す

・手法の活用を成熟させていくためのマネジメント

プロジェクトマネジメント手法の
確立
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ＰＭ基盤マネジメント

主なマネジメント活動マネジメント項目

・プロジェクトチームの設備や機材に対する要求を実現する

・プロジェクトファシリティを管理する

・プロジェクト機材を管理する

設備と機材のサポート

・ＰＭＯ機構の立ち上げを行う

・プロジェクトマネジメントのための機構を確立する

・ステークホルダの参画の仕組みを確立する

組織化と機構の確立

・コンピテンシーアセスメントの指針を示す

・能力アセスメントの指針を示す

・成熟度アセスメントの指針を示す

アセスメントの実施

・ＰＭＯ憲章を作成し、メンテナンスする

・プロジェクトマネジメントポリシーの策定を行う

・プロジェクト分類方針を決める

・プロジェクトマネジャーの権限を確立する

・エグゼクティブコントロールボードを確立する

・ビジネス委員会や技術委員会との調整を行う

プロジェクトガバナンスの確
立

リソースインテグレーション

主なマネジメント活動マネジメント項目

・チーム結束の推進をする

・仮想的なチームの立ち上げを加速する

・プロジェクトチームの編成を可能にする

・プロジェクトチームのパフォーマンスを監視する

チーム形成の支援

・プロジェクトマネジャーのキャリアパスを開発する

・プロジェクトマネジャーのキャリアプランを支援する

・専門性認定制度を立ち上げる

キャリア支援

・トレーニングプログラムを確立する

・トレーニングプログラムを運用・管理する

・トレーニングプログラムを評価する

トレーニングと教育の推進

・プロジェクトリソースを確保する

・プロジェクトリソースを配置する

・プロジェクトリソースを育成する

・リソースのパフォーマンスマネジメントを実施する

・プロジェクトからリソースを引き上げる

リソースマネジメント
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プロジェクト運営技術の支援

マネジメント活動マネジメント項目

・トラブルプロジェクト評価とリカバリー見積もりプロセスを開発する

・プロジェクトリカバリー計画を策定し、実施の指揮をとる

・リカバリーに関するレッスンズラーンドの蓄積する

プロジェクトリカバリー

・プロジェクト監査の立ち上げを行う

・プロジェクト監査導入の指揮をとる

・プロジェクト監査結果の管理を行う

プロジェクト監査

・プロジェクトプラニング支援制度を確立する

・プロジェクトプラニング支援制度の利用を推進する

・プロジェクトプラニング支援制度を評価する

計画サポート

・プロジェクトマネジメントメンタリングプログラムを確立する

・プロジェクトメンターを確保する

・プロジェクトメンタリング制度の利用を推進する

・プロジェクトメンタリングの評価を行う

メンタリングの推進

ビジネスアライメント

マネジメント活動マネジメント項目

・統合的なビジネスソリューションを開発する

・ビジネス上の提携関係の管理をする

・ＰＭＯのビジネス機能の充足度を管理する

ビジネスパフォーマンスマネ
ジメント

・ベンダーやコントラクターとの関係を管理する

・ベンダーやコントラクターの確保と管理を行う

・ベンダーやコントラクターのパフォーマンス評価を行う

ベンダー関係管理

・顧客との関係を管理する

・顧客との契約を管理する

・顧客満足度を管理する

顧客関係管理

・プロジェクトポートフォリオマネジメントを立ち上げる

・プロジェクトをポートフォリオにまとめる

・プロジェクト選別を実施する

・プロジェクトレビューと同時にポートフォリオのレビューを推進する

・ポートフォリオを維持・管理する

プロジェクトポートフォリオマ
ネジメント
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添付資料２：
ＰＭＯの組織、機能設計指針とプロセス

ＰＭＯ機能導入ロードマップ
ＰＭＯニーズ調査

ＰＭＯ機能概念設計／ＰＭＯの立ち上げ

フ
ェ
ー
ズ
１

（
計
画
）

ＰＭＯ機能設計

パイロット展開／評価フ
ェ
ー
ズ
２
（
実
施
）

ロールアウト

ＰＭＯ機能設計

パイロット展開／評価

ロールアウト

マスタープランの作成

ＰＭＯマネジメント機能
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ＰＭＯニーズ調査

• 内容
– ＰＭＯの設立に対するニーズの調査

• エグゼクティブニーズ
• プロジェクトとの関係
• ラインとの関係
• プロジェクトマネジャーとの関係
• 顧客からのニーズ（可能なら意見聴取程度）
• ベンダーからのニーズ（可能なら、意見聴取程度）

– ＰＭＯに必要な機能の調査
– プロジェクトマネジメントプラクティス

• 所要期間
– ２～３ヶ月

マスタープラン

• マスタープランに必ず定めるべきこと
– スコープ
– プロジェクトマネジメントのあるべき姿と課題
– ＰＭＯによる課題解決の方向性
– ＰＭＯの目標
– ＰＭＯのアーキテクチャー（全社対応、部門対応）
– ＰＭＯの機能マップ
– ステークホルダとリスク分析
– アクションプランとプライオリティ

• 作成のタイミング
– 調査の前にスコープの設定を行う
– 調査結果を踏まえて、作成する

• 所要期間
– １ヶ月



23

ＰＭＯ機能の概念設計

• ＰＭＯに必要な機能の洗い出し
– 今回説明したレベルでよい

• 必要な機能
• そのインプリメントの概要

– 他社のベンチマーク（可能であれば）
– ３段階程度のプライオリティ付け
– 概要設計書としてまとめ、マスタープランに含める

• ボードへの答申
• 承認されれば、立ち上げ
• 所要期間

– ２ヶ月

ＰＭＯ機能の展開

• 機能設計
– 機能の詳細設計

• 機能の詳細記述
• 機能ごとにジョブディスクリプションを書くことが望ましい

– 組織の変更
• 機能の実現方法によっては組織変更が必要となる
• 人材プールなど

– 必要な制度の確立
• 機能によっては、制度変更が必要となるものがある
• 評価制度など

• パイロット
– 特定のプロジェクト（特定部門）でトライアル展開
– 評価基準を事前に決定する
– 評価と機能設計へのフィードバック

• ロールアウト
– 問題なければ、他のプロジェクトへ展開
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ＰＭＯマネジメント機能

• ＰＭＯという組織のマネジメント機能

– ＰＭＯの効果測定

– ＰＭＯの戦略の定期的な見直し

– 機能間の役割の見直し

– 機能の定期的な評価

– ＰＭＯスタッフのローテーション

– ＰＭＯスタッフの育成

お問い合わせ先

• ＰＭＯリーダー養成講座、研修

– プロジェクトマネジメントオフィス 鈴木道代

• 電子メール：info@pmstyle.biz
• 電話：03-５５３７－７５９９

• ＰＭＯコンサルティング

– プロジェクトマネジメントオフィス 好川哲人

• 電子メール：info@pmstyle.biz
• 電話：03-５５３７－７５９９
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プロジェクトマネジメントオフィスの会社概要

２００４年４月（１９９７年１０月設立の有限会社エム・アンド・ティより、プロジェクトマネジメント事
業を分離し、設立）

設立

３００万円資本金

京都市、京都高度技術研究所、京都府、大阪府、兵庫県、京都工業会、京都商工会議所、
中小企業総合事業団、情報処理推進機構、ＪＲ西日本、ＪＲ東日本、富士通、日本電気、
日立製作所、日本ＩＢＭ、ＨＰ、ＣＳＫ、ＮＴＴデータ、日本オラクル、三菱総研、日本総研、ＪＲ
総研、デル・コンピューター、フューチャーシステムコンサルティング、三菱重工業、三菱電機、松
下電器産業、キャノン、サンヨー電機、ソニー、リクルート、富士ゼロックス、パソナ、パソナテック、
テクノブレーン、リクルートエイブリック、＠ＩＴ、ソフトバンク、伊藤忠商事、京セラ、オムロン、オムロ
ンソフト、チッソ、堀場製作所、島津製作所、神鋼ヒューマンクリエイト、エクサ、ＩＴエンジニアリン
グ、ＮＴＴラーニングシステム、ＮＴＴ西日本、ＮＴＴコミュニケーションズ、ＮＴＴ－ＡＴ、アフラック、ほ
か多数

（有限会社エム・アンド・ティの取引先を含む）

取引先

好川哲人代表者

技術経営のコンサルティング、プランの実行支援事業内容

京都府宇治市槇島町目川５２－７０１所在地

有限会社プロジェクトマネジメントオフィス会社名


